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豊かな50周年を迎え、東急観光から 

トップツアーへ社名を変更しました。 

エフエム豊橋・ポルトガル語放送実施中！！ 

・ALÔ BRASIL 84.3
　毎週日曜 12：00～13：00 

・はなそう、ポルトゲス 
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営業時間／10:00～18：00 
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ベルギー雑記　第1回　～ 夏 ～ 

　One of the reasons I decided to study 
Japanese was a friend I made in high school. 
This friend was born in Russia and moved to 
the United States at age 10. He spoke Russian 
and English fluently, and I was in awe of his 
ability to switch between the two with ease 
whenever I went to his house. 
　However, awe is not the only thing I felt. I 
sometimes felt awkward for something that 
would happen without fail anytime I visited his 
house: his father would offer apples. I do not 
think there was a single time that I spent more 
than half an hour at his house without his 
father offering us apples. I would sometimes 
say, "I'm not hungry; no thanks," but most often 
it was impossible to refuse the offer as my 
friend's father would repeatedly insist we take 
the apples. 
　In one case when my brother went to our 
friend's house with some other friends, those 
other friends felt as if their lives might be at 
stake if they did not take the apples. While 
most Americans usually eat apples without 
peeling them or cutting them into slices, our 
friend had a period when he would only eat 
apples sliced, and his father got into the habit 
of slicing apples for him. On this one day, our 
friend's father sliced some apples to offer as 
refreshments, and the other friends there tried 
to refuse. However, our friend's father was still 
carrying the knife he used to cut the apples, 
and, upon being refused, he shook his hands, 
one holding a knife, and firmly insisted that 
everyone take the apples. This time everyone 
took the apples offered to them at knifepoint. 
　At the time, I thought that my friend's father 
was really weird and stern for making us eat 
apples, but looking back I realize he was trying 
to be polite. Even if we said we did not want 
apples, he probably felt he had failed at being a 
decent host if he had not made sure we had 
something to eat. Since coming to Japan, it feels 
like there is a similar custom here, except that 
it is tea instead of apples. All the better, in my 
opinion; I would rather have someone shake a 
chashaku at me than a kitchen knife.

　豊橋市国際交流員のブライアン・

ベーカーさんのコラムをお届けします。 

何気ない日常生活の小さな発見や驚きを、思いつくまま

あれやこれやとつぶやく。。。 

第8回　断れないおもてなし 

An Offer You Can't Refuse

ブライアン・ベーカー 

Brian Baker 

豊橋市国際交流員 

Toyohashi City Coordinator for 

International Relations

昨年まで協会ボランティアをされていた松山さんは、

現在ベルギーに在住しています。今号から4回シリー

ズで現地での生活を紹介していただきます。 

【自転車道】 
　今日は自転車でのん
びり街を散策してみよう。
オランダほどではないけ
れどベルギーもなかなか
の自転車大国。どの街も
たいていしっかりした自
転車道が整備されている。
いたるところに機能的な
自転車置き場があって、
障害物がないどころか、
人も意識して自転車道を歩かない。車道を横切るときだ
って全然段差がないからいたってスムーズ。豊橋で自転
車通勤していた時、何度この段差で前かごから物が飛
び出たことか！もっともこちらでは、前かごより後ろの荷台に
サイドバッグをつけるのが主流。初めはみんな郵便屋さ
んに見えたけど、今ではすっかりこの機能的で丈夫なサ
イドバッグの虜。他にもヘッドライトだけじゃなくバックライト
も義務化されているほど、この国は安全走行の施策が徹
底されているのだ。 

　でもちょっとご用心。
なんとこの自転車道は
スクーターも走るから。
時速25km（場所によ
っては45km）以下の
バイクは車道を走るこ
とができない。だから自
転車道はスクーター道
でもあるのだ。初めて
この光景を見たとき、な
んて危ないことするん
だろうってびっくりした。

でもよく考えたら、スクーターが車道を走るのと自転車道を
走るのとどっちが危ないのだろう。今日はのんびり走って
いるけど、通常は自転車も結構なスピードで走っているか
らね。安全の基準ってやっぱり国によって大きく考え方が
違うんだね。 
 

【どこでもテラス】 
　そろそろ走りつかれたからカフェテラスでひと休みしよう。 
ベルギー人はこのテラスが大好き。少しでも太陽が出る
とお店はこぞって軒先にイスとテーブルを並べ、あっという
間に客で埋まる。もっとも寒い冬でもベルギー人はコート
を着てテラスでビールを飲んでいるんだから、どれだけテ
ラスが好きかわかるよね。 

　とにかくベルギー人はテラス名人。どこでもテラスにし
てしまうんだ。どんなに狭くても、真横を人が通ろうがバス
が排気ガスを出して走ろうが一切お構いなし。日本だっ
たら第一そんなところに席を作るなんて考えないし、とくに
女性は日焼けを嫌うから日陰を選ぶよね。でもこっちの人
は競うように日向を
選んで座り、日焼け
も他人の目も気に
しない。 
　きっとベルギー
は日照時間が少な
い国だから人々は
太陽の光に飢えて
るんだろうな。30年
ぶりの寒波を経験
した今だから言える。
うん、その気持ちわ
かる。 
　とくに今はサマータイム。夜の10時を過ぎてもまだ明る
いから思う存分アフターファイブを楽しむことができる。で
もいつまででも明るいので生活のリズムが狂って結構し
んどい時もあるというのが私の正直な感想。 
　ベルギーは言わずと知れたビール大国。街々で醸造さ
れている地ビール、修道院のトラピストビールなどその種
類1000とも1500とも。とにかくベルギー人はビールを飲む。
水代わりに飲む。だって水より安いんだもの。 
　あ、来た来た、私
のお気に入りのビール。
サクランボのビール“Ｋ
ＲＩＥＫ（クリーク）”。
アルコールが多少苦
手でもさらっと飲めち
ゃう。甘酸っぱいチュ
ーハイのソーダ割りっ
て感じ。とくに女性に
お勧め。 
　ベルギー人は一
杯のビール（コーヒー）
で何時間もねばった
りしない。グラスが空になれば定期的にウェイターが注文
を聞きに来るのでテラスにいたければ注文するし、注文し
ないなら勘定してさっさと席を空けるのが鉄則。大抵の
人は次のグラスを注文して友人との会話に花を咲かせ
ている。なんてったってベルギーの夜は長いんだから。 
 

自転車道内は右側通行 
人も自転車も快適往来 

日曜の夕方 
人通りは少なくてもテラスは大盛況 

左：生ビールのクリーク“Mystic” 
右：地ビール“Gouden Carolus” 

　日本語を勉強しはじめたきっかけの一つは高校時
代の友人です。その友人は10歳の頃にロシアからア
メリカに移住し、ロシア語と英語が流暢に話せました。
その友人の家に行ったときに、彼が簡単に言葉を切り
替えることに私は畏敬の念を抱きました。 
　しかし、彼の家で感じたのは畏敬だけではありません。
その家を訪れる度にいつもあることにぎこちなさを感じ
ました。それは、彼のお父さんがリンゴを必ず出すこと
です。お父さんがリンゴを出さずにその友人の家で30
分以上過ごしたことは一度もないと思います。時 「々お
腹が空いていないのでいいです」と言ってみましたが、
ほとんどの場合はそれに対してお父さんが「あげるか
ら食べて」と強く言うのを繰り返し、リンゴを断れません
でした。 
　ある日、私の兄が他の友人達と一緒にそのロシア系
の友人の家に行ったとき、その他の友人達はリンゴを
受けとらなければ命の保証がないように感じたときが
あったそうです。アメリカでは皮を剥かず、スライスもせ
ずにリンゴを食べるのが普通ですが、ロシア系の友人
はスライス状態でなければりんごを食べない時期があ
り、お父さんがリンゴを切ってあげることが習慣になっ
たそうです。その日に、おやつとしてお父さんがリンゴ
をスライスして出そうとしたら、その他の友人達が断ろ
うとしました。断られたお父さんは包丁を持ったまま両
手を震わせ、皆がリンゴを食べるように再度強く言いま
した。今度はナイフを突きつけられそうに感じたので、
皆がリンゴを受け取りました。 
　当時はこのお父さんのリンゴを食べさせる習慣がと
ても変で頑固だと思っていましたが、振り返って考えて
みると、ただ礼儀正しくしようとしていたのだと思います。
お父さんはリンゴがいらないと言われても、家に入れた
人が何も食べずに帰ったらホストとして失格だと思っ
ていたのだと思います。私は来日してから日本にも似
た習慣があると気付きました。ただ、日本ではリンゴで
はなくお茶を出すのです。私が思うにはお茶の方が
良いです。それは、包丁より茶杓を震わせられたほう
が良いからです。 

元国際交流ボランティア 

松山　智愛 
ち え 


